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【
上
棟
祭
】

　
上
棟
祭
は
、
棟
木
を
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
家
屋
の

神
と
工
匠
の
神
を
祀
っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
災
い
が
無
い

事
を
祈
念
す
る
祭
祀
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
年
九
月
五
日
、
足
場
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇

の
前
で
、
神
職
、
伶
人
、
工
匠
合
わ
せ
て
十
九
名
奉
仕

の
下
、
祭
典
が
執
行
さ
れ
た
。
祓
弓
の
儀
、
曳
綱
の
儀
、

槌
打
ち
の
儀
、
散
餅
の
儀
等
の
後
、
参
集
し
た
三
〇
〇

人
の
氏
子
に
対
し
奉
祝
の
餅
ま
き
を
行
っ
た
。

【祓弓の儀】上棟の儀において、最初に行われる儀式で、
工匠が棟の左右に分かれて天空に向かって「天の矢」、
地上に向かって「地の矢」を放つ事によって祓いを行う。
写真は「天の矢」を放つところ。

【曳綱の儀】棟木に取り付けられた紅白の曳綱２本を曳
く事によって、棟木を棟に上げる儀式。
早島幼稚園、同保育園の園児100名が奉仕して「ソーレ」
の掛け声で棟上げを行った。

【槌打の儀】曳綱の儀で棟に上げられた棟木を棟梁の
「千
せんざいとう

歳棟」、「万
まんざいとう

歳棟」、「永
えいえいとう

永棟」の掛け声と振り幣の合
図で７名の工匠がカケヤで打ち付け棟木を設置した。

【餅まき】上棟祭が行われた社殿前に設置された餅まき
特設舞台に総代長、役員、工匠が上がり、お祝いに参
集した 300 人の氏子に福銭が入った紅白の餅や菓子、
神酒札がまかれた。

【
立
り
っ
ち
ゅ
う柱
祭
】

　
立
柱
祭
は
、
古
来
か
ら
柱
（
大
黒
柱
）
を
立
て
る
事

を
重
ん
じ
た
重
要
な
儀
式
と
さ
れ
、
立
柱
に
次
い
で

上
棟
を
行
う
の
で
、
建た

て
ま
え前

と
も
称
し
た
。
現
在
で
は
上

棟
に
重
き
を
置
き
上
棟
を
建
前
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
平
成
二
十
年
八
月
十
七
日
、
祭
壇
の
前
に
二
本
の
柱

を
立
て
、
槌
打
ち
の
儀
を
行
い
立
柱
祭
を
行
っ
た
。

立柱の儀を始めるにあたり工匠長以下工匠が神前に拝礼を行う

　
　
　

   

立 

柱 

祭 

次 

第

　

一
、
修
祓
（
斎
主
祓
詞
を
奏
し
、
神
饌
、
玉
串
、
柱
、
工

　
　
　
　
　
　
　

匠
、
参
列
員
を
祓
う
）

　

一
、
降
神
の
儀
（
斎
主
神
籬
に
対
し
、
降
神
詞
を
奏
す
）

　

一
、
献
饌
（
備
え
付
け
神
饌
の
内
、
瓶
子
、
水
器
の
蓋
を

                     

と
る
）

　

一
、
祝
詞
奏
上

　

一
、
立
柱
の
儀

     　

 

（
工
匠
長
以
下
工
匠
が
、
神
前
に
列
立
し
て
一
礼
。

            

検
知
役
に
従
い
、
棟
梁
が
振
幣
役
と
な
り
幣
を
振
り

            

な
が
ら
「
エ
イ
・ 

エ
イ
・
エ
イ
」
と
唱
え
、
幣
盤
木

            

を
撞
く
。
撞
き
音
に
応
じ
て
槌
打
役
の
工
匠
が

            

「
オ
ー
」
と
唱
え
て
二
本
の
柱
を
カ
ケ
ヤ
で
打
ち
固

           

め
る
）

　

一
、
斎
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

　

一
、
工
匠
長
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
工
匠
自
座
列
拝
）

　

一
、
総
代
長
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
（
総
代
自
座
列
拝
）

　

一
、
撤
饌
（
神
饌
の
瓶
子
、
水
器
の
蓋
を
閉
じ
る
）

　

一
、
昇
神
の
儀
（
斎
主
神
籬
に
対
し
、
昇
神
詞
を
奏
す
）

槌打の儀で柱を打ち固める工匠

社殿の足場に祭壇を設け執行された上棟祭

　
　

上　

棟　

祭　

次　

第

一
、
修
祓

　
　
（
祓
主
祓
詞
を
奏
し
、
神
饌
、
玉
串
、
棟
木
、
工
匠
、

         

参
列
員
を
祓
う
）　

一
、
降
神
の
儀

　
　
（
斎
主
神
籬
に
対
し
、
降
神
詞
を
奏
す
）

一
、
献
饌

　
　
（
備
え
付
け
神
饌
の
内
、
瓶
子
、
水
器
の
蓋
を
と
る
）

一
、
祝
詞
奏
上

一
、
上
棟
の
儀

　

♦
棟
木
清
祓
の
儀

　
　
（
大
麻
所
役
、
塩
湯
所
役
、
棟
木
の
元
、
末
を
祓
う
）

　

♦
祓
い
弓
の
儀

　
　
（
工
匠
二
名
、
棟
足
場
に
上
が
り
、
東
妻
に
て
天
の
矢
、

　
　
　

西
妻
に
て
地
の
矢
を
射
る
）

　

♦
博
士
杭
打
ち
の
儀

　
　
（
槌
打
役
、
補
助
役
、
随
神
門
前
に
博
士
杭
を
打
つ
）

　

♦
曳
綱
の
儀

　
　
（
曳
綱
役
三
名
、
曳
綱
二
本
の
本
を
棟
木
の
本
と
末
に

　
　
　

結
び
付
け
、
曳
綱
の
末
を
博
士
杭
に
結
び
付
け
る

　
　
　

曳
役
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園
児
及
び
氏
子
は
各
自

　
　
　

綱
を
執
る　

振
幣
役
、
は
屋
上
に
向
か
い
幣
を
左
右

　
　
　

左
と
振
り
な
が
ら
「
エ
イ
・ 

エ
イ
・
エ
ー
イ
」
と
唱

　
　
　

え
て
、
幣
を
左
方
高
く
上
げ
る　

屋
上
の
工
匠
は
そ

　
　
　

の
声
に
応
じ
て
「
オ
ー
」
と
答
え
る　

そ
の
声
を
聞

　
　
　

い
て
「
エ
イ
・
エ
イ
・
エ
ー
イ
」
と
唱
え
な
が
ら
三

　
　
　

度
各
自
の
綱
を
曳
き
棟
木
が
上
が
る
ま
で
繰
り
返
す
）
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